
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 3,433

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載し

てください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してくだ

本地区は、北上川の豊富な水と豊かな土壌が広がる水田地帯で昔からの米どころ。県内一の生産量を誇

るきゅうりなど園芸も盛んな地域である。後継者不在による離農が顕在化しているが出し手農家の意向

に沿った受け手への農地継承が難しくなっている。受け手となる担い手の生産効率を上げることが先決

であり、担い手同士の協議によって農地の集積集約化を図らなくてはならない。地区の農地範囲が広大

であるため、拡大志向の担い手だけでは対応できないことから、新たな担い手や法人経営体の雇用就農

者の確保・育成が急務となっている。

大小様々の担い手の意向を踏まえながら、JA担い手推進協議会等で農地の集積集約化に向けた協議を定

期的に行い、適切に農地の受け手を選定する。農地の集約化を進めながら、スマート農業を取り入れ先

進的かつ生産性の高い農業を実現する。中心的担い手が集まり、スマート農業のみならず経営効率施策

を共有し地区の農業雇用環境改善を推進し、後継者や農業法人の従業員確保・育成につなげる。

区域内の農用地等面積 3,814
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